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Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 7 5年５月17日第37回公開講演会
「石器づくりの技術

一サヌカイト製' 間器の製作技術を

中心として－」

( 2 ) 1 9 7 5 年８月２日藤原宮北門跡発掘調査現地
説 ﾘ j 会西弘海
( 3 ) ］975年８月301二１平城宮跡推定第一次内裏東
北部発掘調査現地説明会川越俊一
( 4 ) 1 9 7 5年1 2月６口平城京左京三条二坊発掘調
査現地説明会田中哲雄
( 5 ) 1 9 7 6 年３月６日平城宮跡推定第一次内裏東
半部発掘調査現地説明会中村雅治

研究課題

松沢亜生

『 ･ 占代住居再現」細見啓三
( 2) 1975年11月151- 1第38回公開講演会
「海住山寺本堂壁画について

一十一面観音来迎図の一作例一」

百橋肌穂

「韓竃の実用と祭j i i u 」稲川孝司

現地説明会

（１）1 9 7 5年７月５日大官大寺中門跡発掘i 凋査現
地説明会甲斐忠彦

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開

1975年４月27日～５月５Ｆ１兄学者4, 815名
秋季特別公開

1975年10月25日～11月９日見学者12, 162梢
( 2 ) 見学者数

研究代表者 ’ 交付・額

明
裕
浩

－６９－

しアンケート調査を行った。回答者数8 8 7 , （回

収率7 8 . 2 ％）。年令・職業・居住地・飛鳥へ来た
回数，資料館を何で知ったかの各項目と感想の記
入を求めた。また1 1 月からロビーに希望・感想を
記入する設備を設けた。
展示

第１展示室常設展示（1 9 7 4 年度と同じ）
第２展示室特別展示「飛鳥の寺院遺跡

一妓近の出土品一」
（1975. 9. 22～76. 3. 30）

区分｜演料館｜覆屋 ’ 計

別

1975年’ 37, 279146, 675183, 954
累計＊’ 1 7 7 , 4 1 6 1 3 7 9 , 5 8 9 5 5 7 , 0 0 5

奈良国立文化財- 研究所要項

* 擬料館は1 9 7 0 年度・授屋は1 9 6 8 年度以降

2 1 9 7 5 年度文部省科学研究費補助金による研究
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３飛鳥資料館の運営

概要

1 9 7 5 年３月1 5 日に開館した飛鳥資料館は観覧老

年間約1 0 万人を数え，構内も着実に整備されるな
ど順調な運営を統けた。

開館後１年間のデータでみる限りでは，石舞台

への入場者の約3 0 ％が資料館に入館しており，ま

だ知名度の低さを示している反面，学校関係の団

体観覧の申し込象は順調に増加しつつある。５月
３日（土）と５月４日（日）のl I I j 日全入場者に対
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大和における条里条坊の復原的研究

木簡から見た奈良時代古文沖の韮礎的研究

古噛時代木製品の集成的研究

敦煙確画における仏教説話画の展開

古代の呪術とその遺物

海外学術調査の成果の盤理・活用等に関する調査研究
（考古・美術関係）

一般研究（ A ）

一般研究⑪
〃

奨励、ｆ充（A ）
〃

海タト学＃ｒ調査
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奈良国立文化財研究所襲項

普及

玄関正面のインフォメーションルームに，飛鳥
関係図書を開架図書として書棚に並べ一般観覧者
の参考に供し，学芸室職員が，入館者の質問に応
ずるインフォメーションサービスを行った。

展示関係のカタログとして『飛鳥の寺院遺跡１
－最近の出土品一』を刊行した。

入館者数
（1975. 4. 1～1976. 3. 31開館日数306日）

普通観覧|団体観覧|有料計|撫料|合計
股’ 4 7 , 1 8 7 1 2 7 , 0 6 4

小・中学生’ 6, 674112, 779193, 7044 , 714198, 418

計5 3 , 8 6 1 1 3 9 , 8 4 3

資料の購入等

購入伝百済大田附近出土単弁蓮華文軒丸瓦，奈
良市山村廃寺単弁重弁蓮華文軒丸瓦，扶余

弥勤寺蓮華文軒丸瓦，西安寺蓮華文軒九瓦，
各１個

模造重要文化財天人文頓（岡寺所蔵）１枚，重
製作要文化財筑前国戸籍（文化庁保管），幅，

猿石（吉備媛王墓所在）４躯，瓦（岡寺軒
平瓦・慈光寺軒九瓦）２個

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修

地方公共団体において埋蔵文化財保護行政を
担当する者に対して，埋蔵文化財の発掘調査及

び保存についての専門的知識と技術について研
修を行い，埋蔵文化財の保護に資することを目

的として，次の研修を実施した。
( 1 ) 昭和5 0 年度埋蔵文化財発掘技術者一般研修
1975年７月21日～８月30日（参加者15名）
( 2 ) 昭和5 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修
（遺跡測迅課程）
1975年10月20日～11月29日（参加者12名）
( 3 ) 昭和5 0 年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修
（遺物整理課程）

1976年１月19日～２月28日（参加者16名）
( 4 ) 研修員受入

阿部恵（宮城県教委文化財保謹課）
1 9 7 5年５月１日～７月2 2日

前井一二（富山県立富山南高校教諭）

1 9 7 5 年８月１日～９月５日

田辺勝美（東京大学東洋文化研究所助手）
古山学（〃〃技官）
千代延恵正（〃〃〃）
1 9 7 6年１月1 9日～１月3 1日

村山斌夫（東北歴史盗料館技師）
1 9 7 6年１月12日～２月10日

調査指導

（北海道）開陽丸遺跡, ( 岩手) 見分森自然公園内
遺跡, （宮城) 木戸窯跡群，多蛮城跡, ( 群馬) 十三
宝塚遺跡，（石川）御経塚辿跡，（福井）烏浜貝塚，
( 岐阜）美濃国分寺跡，（静岡）伊場遺跡，（愛知）
大山廃寺跡, （三重) 斎王宮跡, （和歌山) 岩橋千塚

古境群, （兵庫) 長越遺跡，伊丹廃寺跡, （鳥取) 伯
者国庁跡, （島根) 出雲国分尼寺跡，志谷奥巡跡，

富田川河床遺跡, （岡山）平ル林遺跡, 楢原廃寺跡，
（広島）下本谷遺跡，草戸千軒町遺跡，宮の前廃

寺跡，（佐変）肥前国府跡，
その他，埋蔵文化財取扱い研修会（群馬）

埋蔵文化財ニュース刊行

第１号埋蔵文化財調査報告一覧（1 9 7 3 年度刊
行分）８月2 0 日刊

第２号埋蔵文化財発掘関係統計（1 9 7 2 年度分）
１２月15日刊

第３号都道府県における遺跡分布調査の現況
３月１日刊

５その他

委員会等

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会
( 1 ) 総会1 9 7 5 年５月1 5 日・１６日

於平城宮跡資料館

( 2 ) 平城宮跡整備基本計画策定に関する小委員会
1 9 7 5 年９月2 7 日於平城宮跡資料館

( 3 ) 平城宮跡整備基本計画策定に関する小委員会
1 9 7 6 年１月2 3 日於平城宮跡資料館

仏）平城宮跡整備基本計画策定に関する小委貝会

1 9 7 6 年３月1 9 日於平城宮跡資料館

第２回飛鳥資料館運営協議会

1 9 7 5 年５月９日於飛鳥資料館
第１回木簡研究集会

1976年１月13日・１４日
於平城宮跡資料館
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奈良I K I 立文化財研究所要狽

外国出張

鈴木嘉吉大韓民国における考古学的発掘調
査の体制と方法の調査研究のため大韓民国へ派
迭された。

1 9 7 5年６月2 9日～同年７月６日
佐原真文部省在外研究員としてドイツ連

邦共和国・ドイツ民主共和国・オーストリア・

デンマーク・オランダ・連合王国に派巡された。

：ヨーロッパにおける出土遺物の分類雛哩及び

分布論・年代論並びに歴史博物館の艇示枇想方
緋

法の研究のため。

1975年９月11日～同年11月10日

所内報の刊行

協力事業等

( 1 ) 特別史跡高松塚古城の保存施設設置工事並び

に壁画修復に関する調査に，随時文化庁に協力

した。なお保存施設竣工式が1 9 7 6 年３月2 9 , に

行われた。

( 2 ) 文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の

国右化を進めており，1 9 7 2 年度からは当研究所

が文化庁から支出委任を受けて買収事務を担当
しているが，1 9 7 5 年度の状況は下記の通り。

区分｜而職ＩＩ雌入額

1975年31, 79098m21515, 397, 354円
回ｲ j 地合計’ 8 3 , 9 3 2 . 9 7 1 , 2 5 5 ‘ 9 0 0 , 1 0 0

大蔵省より移櫛の1 , 4 0 4 . 9 2 , 2を含む。
研究所の規模の蛸大にともない，所員が研究
所の動向や事業の状況を常時把握しうるよう６Ⅱ図書及び資料
月から月１回所内報を刊行することとし，年度図譜32 , 766冊
末までに７号を刊行した。

第３収蔵庫の完成

７４年度着工した館３収蔵庫は7 5 年度に入り完
成し，７月に遺物整理および保存科学関係の諸
室が庫内に移転した。また埋蔵文化財センター

も仮にここに移転した。次いで３月，作業貝控

室が付設された。

Ⅲ研究成果刊行物
1 9 7 5 年度刊行物

函 分｜純 別ｌＭｆ入寄賊 ’ 計

和漢響 ’ ９００１９３６１ 1 , 8 3 6
1975年

洋諜２０９１１７１２２６

累計
和漢i 1 $ ’ 2 1 , 6 5 6 8 , 8 5 6 ３０，５１２

洋苫 ’ １，９５０１３０４ 2 , 2 5 4

写真134 , 9 23点 ( 1 9 7 5 年度末現在〕

堰

学報節2 5 冊

学報節2 6冊
学報筑2 7 冊

学報第2 8 冊

学報第2 9 冊

史料節1 0冊

韮準資料第３冊

概報他

称

平城京左京三条二坊

平城噌発伽調査報僑Ⅶ
飛鳥・藤原宮発掘調査報告１

研究論集Ⅲ

木曾奈良井町並調査報告

日本美術院仏像等修理記録

瓦編3解説
奈良県五条の町並

異人館のあるまち神戸

阿波の民家

西隆寺発掘調査報告

担 ﾕ 血
－１ 巻

町1 1 1 ・岩本（韮）・中村・加藤・稲ｍ・金子・山本・佃

鈴木・佐原・狩野・宮沢・町ｍ・森・小姓原・西・吉川・仙
横山・河原・鬼頭・木下・稲u I ・猪熊・安達・八蛍・川辺・
宮沢・石丸・水野・前沢

黒崎・猪熊・森・町田・' １１本

鈴木・岡田・寓沢・細見・宮本・上野・中村・松本・福I Ⅱ
田中義恭・塁１１１．百橋

平城宮跡発l l i I I 洲査部考古第三調査室

岡田・富沢・宮木・上野・中村・松本
岡山・牛川・富沢・宮本・上野・中村・Ｉ公本
宮沢・天川・藤付

狩野・村上・照崎・甲斐・岩本( 圭）・藤原・蒲原・東野・
今泉・岡本・西・小笠原・吉I l I

I 1 I 中（哲）・松本・岡本・川越・毛利光・狩野・綾村・佃平城京左京三条二坊六坪発棚調
査概報
平城京左京八条三坊発伽調査慨
報

佐藤・l l I I l ' ・宮木・綾村・須藤・川越・山本・狩野・佃

－７１－



南無阿弥陀仏作善集（複製）

西大寺叡雌伝記集成
仁和寺史料寺誌編ｌ
俊乗坊砿源史料集成
平城宮木簡ｌ図版
仁和寺史料寺誌編２
平城宮木簡１解説（別冊）

唐招提寺史料ｌ
平城宮木簡２図版・解説

日本美術院仏像等修理記録

前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

1 Ｖ機構・定員

機構の改正

1 9 7 5 年４月２日省令改正に伴い埋蔵文化財セン

ターに研究指導部設腫。同部に遺物処理研究室新
設。

定員

' 954

1955

1969

1964

1966

1967

1969

1970

1974

1975

奈良国立文化財研究所些準賛料 Ｌ５２Ｃ

稚
一
鯛

称名

－７２－

｜旗 ’ ' ’

仏師迎慶の研究
修学院離宮の復原的研究
文化史論叢
奈良時代僧房の研究
飛鳥寺発掘調査報告
中世庭園文化史
興福寺食堂発棚調査報告
文化史論叢Ｉ
川原寺発掘調査報告
平城宮跡・伝飛鳥仮蓋宮跡発掘調査報

院家建築の研究
巧匠安阿弥陀仏快慶
湛殿造系庭園の立地的考察
レースと金地舎利塔に関する研究
平城宮発掘調査報告Ⅱ官荷地域の諏
平城宮発掘調査報告Ⅲ内製地域の調

平城符発掘調査報告Ⅳ官簡地域の認
小堀遠州の作聯
藤原氏の氏寺とその院家
名物裂の成立
研究論集ｌ
研究論集Ｈ
平城宮発掘調査報告Ⅵ平城京左京一
条三坊の調査
商山一町並洲査報告一

冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
胆
蝿
叫
巧
肥
Ⅳ
肥
廻
加
虹
塑
認

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
節
第
第
第
第
第
節
第
第
館
第
第

戸
。
戸
ｂ
再
Ｉ
Ｒ

Ｐ
Ｏ
↑
。
Ｆ
Ｄ
５

ｑ
》
Ｑ
〕
Ｑ
》
Ｑ
》

Ⅵ
１
１
１
１
１
宙
１

年度 ’ 籍

査

1３５

指定職｜行政一｜行政二｜研究職｜計

2 0 0

GＥ

197. 1年度

1975年度

１１２２１７１６２１９２

１１２３１７１６５１９６

１９２

360

1, 518

1, 427

1９５９ （瑚典内訳）庶務部１埋蔵文化財センター３
（減員内訳）平城宮跡発掘調査部１

Ｖ予算（1 9 7 4 年度）1960

1961

1962

炎' 三
緯

９．１

４２

８９

4 9

6 4 8

奈良国立文化財研究所史料

鮫 '1１

2, 92. 1

4, 931

３４８

２７４

１９８

359

1, 008

1, 518

3. 282

1吋２

沓

1963

1965

春日野

７９７

１９１

２Ｃ

４Ｃ

ｌＯ９

８６

杏

1967

1969

1971

1973

1974
Ⅵ施設

土地2 3 , 3 7 1 ㎡（当所所管）
イf 日野地区5 , 1 2 6 7 1 Z 飛鳥資料館1 6 , 9 0 2 7 ' ６
資料鮒地区1 , 3 4 3 7 だ

1, 026, 117. 97㎡（文化庁所管）
平城宮跡地区9 4 2 , 1 9 5 7 だ

（他に奈良蝶先行取得地71 , 1 9 0 . 0 6 6刀Zがある）
藤原富跡地区8 3 , 9 3 2 . 9 7 7 ' 2

建物

第2 4冊1９７５

155

963

1 0 4

計

1, 820

3, 777

１３０

１９２

４１：務所

倉Ⅱi ・収蔵庫
I に庫
会談室
榊堂
写真室
展示室
溌屋・展示陳
その他

１５‘ ０４０

計｜叫側319』1611,38912個9Ｊ|M,8４２
－－－一－

綴熱蝿’ ’ ’ ’ ’ ’ 9 ８

称

年度 ’ 箱

冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊
冊

１
２
３
４
５
６
５
７
８
９

第
第
第
第
第
第
第
第
第
館

奈良国立文化財研究所要項

f 凶
【~】| 雛猟鵜蕊

称

平城|藤原|驚料尉計建物

人件避
迎営饗

リド業管理
一般研究
特別研究
発伽調査
宮跡整備管理
飛鳥盗料館運鴬
埋蔵文化財センター迎常
施設賛

279, 444, 633円

405, 558, 000

４，１８５，０００

３５，０９８，０００

2, 223, 000

263, 301, 000

３０，３７７，０００

４１，４５７，０００

２８，９１７，０００

225, 374, 000

910, 376. 633円



奈良倒立文化財研究所要項

主要工事

( 1 ) 施設整備

飛鳥資料館宿舎給排水工2 , 1 2 5 千円

第３収蔵庫改修工 1 5 , 5 0 O

飛鳥盗料館宿舎周辺整備工1 , 2 4 4

平城宮跡プレハブ内装工 1 , 6 0 0

平城宮跡プレハブ棟クーラー取設工1 , 0 5 1

覆屋周辺電気整備工 1 , 8 5 O

飛鳥資料館宿舎囲障外取付工1 , 3 2 3

藤原宮跡整理棟躯体工 2 , 0 0 0

〃遺物整理棟内装工 2 , 1 2 0

〃キューピクル取設工 2 , 1 0 0

( 2 ) 平城宮跡地等整備

平城宮跡潅水施設工 1 1 , 0 0 0 千円

〃水銀灯取設工 1 , 8 0 0

〃水路整備工 1 , 7 0 0

平城宮跡環境整備昭和5 0 年度第１期工

38, 000

藤原宮跡地整備第１期工2 , 2 0 0
〃 第２ j m 工1 8 , 9 0 0

( 3 ) 建設省近畿建設局委任工事

平城宮跡第３収蔵庫1 8 1 , 4 2 0 千円

飛鳥資料館植栽工 2 2 , 3 6 3

Ⅶ人事異動

（1975年４月111～1976年３月31ｐ）

４月１、文化庁文化財保護部文化財鑑査官に転

任坪井清足

東京国立博物館総務部施設課長に! 伝任

根木栄夫

会計課長に外任杉本光司

飛鳥藤原宮跡発掘調査部長に転任

工藤圭草

国立国語研究所庶務部会計課長補佐に

転任広瀬二朗

文部事務官採用西徹

文部技官採用毛利光俊彦

土肥孝・松本修日
光谷拓実・木全敬蔵

､ | ；務補佐員採用東田道代・宍戸雅子

研究補佐員採用

森ル| 『子・泉谷聖子
赤阪さよ子・福原まり花

４月２日

４月３個

４月１５１１

４月171ヨ

５月１日

６月１日

６月28日

６月30口

７月１５日

７月30日

８月30日

９月１m

－７３－

竜

坂野和信・宮川作ｆ

栗山伸司

会計課課長補佐に昇任日高参夫

飛鳥藤原宮跡発掘調査部第二調査室長
に外任鬼頭清明

建造物研究室長に配置換岡川英男

平城宮跡発掘調査部遺構調査室長に配

瞳換宮沢智士

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に
配瞳換細見啓三

埋蔵文化財センター長に配置換

横山浩一

会計課専門職員に転任森1 . 1 節之

文部省に出向（筑波大学助教授に就任）
長谷川誠

埋蔵文化財センター研究指導部焚に外

圧ＩＨＩ ' １琢

飛鳥藤原宮跡発掘調査部節一調在室災

に昇任猪熊兼勝

埋蔵文化財センター研究指導部考古計

画研究室良に外任松沢亜生
平城宮跡発掘調査部拒任研究官に昇任

横田妬突

埋蔵文化財センター研究指導部主任研

究官に昇任伊東太作

埋蔵文化財セングー研究指導部遺物処

理研究室長に配憧換工楽善通
平城宮跡発掘調査部考古第二調査室長
に配置換八変晋

文部技官採用秋山隆保
文部技官に転任安田龍太郎

飛鳥涜料館庶務室長に昇任

五十嵐春雄

事務補佐員採用岡本ひろみ

文部省に出向（京都] 話芸繊維大学学生

課課長補佐に就任）前l l l 和夫

美術工芸研究室長に昇任剛中義恭
辞職金井しん

辞職岡木ひろ象

１１: 務補佐員採用ノi h m郁子

辞職中川友子

辞職藤村礼子

埋蔵文化財センター研究指導部測並研



奈良国立文化財研究所要項

究室に転任屯井伸雄
文化庁に出向（文化財保謹部建造物課）

藤村泉
９月 3 0 日辞職爾一典
1 0 月１日事務補佐員採用中西千枝子

会計課課長補佐に昇任森１１節之
1 0 月2 7 日事務補佐員採用石阻喪代子
1 2 月2 0 日事務補佐員採用石谷幸子
1 2 月 2 7 日辞職寺田千鶴子
３月 3 0 日辞職北野保・栗山伸司
Ⅷ組織規定

文部省設置法抜華
昭和24年法抑第14 6号

昭和4 3年６月1 5日一部改正

第3 6 条第4 3 条に規定するもののほか，文化庁に
次の機関を置く。

国立文化財研究所（前後略）
第4 1 条国立文化財研究所は，文化財に関する調
査研究，資料の作成及びその公表を行なう機関
とする。

２国立文化財研究所の名称及び位侭は，次のと
おりとする。

名 称｜位侭

東京国立文化財研究所｜東京都

奈良国立文化財研究所｜奈良市

３国立文化財研究所には，支所を置くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は
文部省令で定める。

文部省設置法施行規則抜華
昭和2 8年１月1 3日文部省令第２号, 追加昭和4 3年６月1 5日
文部省令第2 0号，
昭和4 5年４月1 7円文部省令第1 1号, 昭和4 8年‘ １月1 2日
文部省令第６号，
昭和4 9年４月1 1日文部省令第1 0号，
昭和5 0年４月２側文部行令第1 3号，

第５章文化庁の附属機関
第４節国立文化財研究所

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）
第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に，所長を置く。

２所長は所務を蝋理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，美

術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並
びに平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘
調査部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研
究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを
瞳く。

（庶務部の分課及び事務）
第1 2 5 条庶務部に，次の二課を置く。
一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる。
一職員の人事に関する事務を処理すること。
二職員の福利厚生に関する事務を処理するこ
と。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務
に関すること。

四この研究所の所掌事務に関し，連絡調整す
ること。

五この研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保
全のための警備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に属
しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経費及び収入の決算その他会計に関する覗
務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処
理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を
処理すること。

五庁舎の取締りに関すること。

（美術工芸研究室等の事務）
第1 2 7 条美術工芸研究室においては，絵画，彫

刻，工芸品，書跡その他建造物以外の有形文化
財及び工芸技術に関する調査研究を行ない’ 並

びにその結果の公表を行なう。

２建造物研究室においては，建造物に関する調

査研究を行ない，並びにその結果の公表を行な
う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡に関す

る調査研究を行ない，並びにその結果の公表を
行なう。

( 平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

－７４－



奈良国立文化財研究所要狽

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一開査
室，考古第二調査室，考古第三調査室，適職調
査室，計測修餓調査室及び史料調査室を腫く。
２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次
項から第六項までに定める事務を処理するほか
その発掘を行なう。

３考古第一調査室，考古節二調査室及び考古鋪
三調査室においては，別に定めるところにより
分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
４遺榊調査室においては，遺構の保存整理及び
調査研究並びにそれらの結果の公表を行なう。
５計測修景調査室においては，遺桃の計測及び
修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。
（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の二室及び事務）
第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に’ 第一洲恋
室及び第二調査室を瞳く。

２第一調査室及び第二調査室においては’ それ
ぞれ藤原富跡及び飛鳥地域における宮跡その他
の辿跡（藤原' 9 跡を除く）に関し，次の各号に
掲げる事務を処理するほか，その発掘調査を行
なう。

一造機及び遺物の保存整理及び調査研究並び
にこれらの結果の公表’

二辿騰の計測及び修餓並びにこれらに関する
調査研究並びにこれらの結果の公表
三史料の収集及び調査研究並びにこれらの結
果の公表

（飛鳥賓料館）

第１3 0 条飛鳥演料館においては，飛鳥地域の歴
史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め
るため，この地域に関する考古盗料，歴史資料
その他の資料を収集し，保管して公衆の観覚に
供し，あわせてこれらに関する調査研究及び小

業を行なう。

（飛鳥盗料館の館長）

第' 3 1 条飛鳥演料館に，館長を撒く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥演料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務室及び学芸室を瞳
く。

２庶務室においては，飛鳥資料館の庶務，会計
等に関する堺務を処理する。

３学芸室においては，次の』１１: 務をつかさどる。
一飛鳥地域に関する考古漬料，建造物，絵画，
彫刻，典鱗古文書その他の盗料の収集〆保
管，展示，摸写，摸造，写真の作成，調査研
究及び解説を行なうこと。

二飛鳥地域に関するI 叉I 書，写真その他の資料
の収集，整理，保管，展示，閲覧及び調査研
究を行なうこと。

三飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及
び刊行並びに普及宣伝を行なうこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の
覗務をつかさどる。
一埋蔵文化財に関し調査研究及びその結果の
公表を行なうこと。

二埋蔵文化財のI 淵査及び保仔盤理に関し’ 地
方公共剛体の埋蔵文化財調査関係職員その他
の関係者に対して，専門的，技術的な研修を
行なうこと。

三埋蔵文化財の調盗及び保存整理に関し，地
方公共剛体の機関その他関係の機関及び団体
等の求めに応じ，専門的，技術的な指源及び
助言を行なうこと。

（埋蔵文化財センターの長）

節1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を世く°
２前項の災は，埋蔵文化財センターの覗務を掌
理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センター内に’ 教務室及び
研究指導部を低く°

（教務室の覗務）
館1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す
る那務を処理するほか，埋蔵文化財センターの
庶務に関する事務をつかさどる。
（研究指導部の三室及び覗務）
鮒1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室’ 造物
処理研究室及び測放研究室を侭く°
２考古計画研究室においては，第1 3 3 条各号に
禍げる聯務（他の室の所掌に属するものを除く。
をつかさどる。

３遺物処理研究室においては遺物の処理に関し，
鋪1 3 3 条各号に偽げる聯務をつかさどる。
４測餓研究室においては，埋蔵文化財の測並に
関し，節1 3 3 条各号に掲げる聯務をつかさどる。

－７５－
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渡辺服史
奥村末儀
沖村和子

田中溌恭
商怖明棚
娘山・将也
守田公夫
様ＩＩＩｒ子

岡田英男
細兇杵三
寓本長二郎
上野邦一一
牛川洋幸
Ⅲ中哲雄
紬ｌＩ敏男
脇111幸. ｆ

ＩＨＩｌ１稔
東野桔之
綾村迩
杵原正明
川辺f i E 夫
金･ 子裕之
堀池春雌

官職

文部，侭務官所長

文部1 1 f 務官部長

文部鵬務官課長
文部班務官課援補佐
文部: I f 務官係腫
文部21f 務官
文部珊務官
文部' 1 Ｆ務官僻務貝艮
文部' 1 F 務官伴務貝
文部4 f 務官幣務員
文部1 f 務' １. 『糾肌l 職貝
文部技官卿慨閲( 併側
聯務補佐員
，ｌｉ務袖佐貝
. ‘ l f務#l l i佐興

文部 ‘ l f 務官課長
文部‘ l f 務官課腫袖佐
文部‘ l f 勝1 ‘ 『課圧袖佐
文部･I 県務' 1. 『経理係Lを
文部』I f 務官
‘ j #務補佐貝
蛎務補佐此
' 1#務袖佐貝
文部，I f 務官用度係災
文部‘ 僻務官
文部｡ 僻務官（併圧）
文部技官
文部技官

'冊

締Ｉｉ佐貝
務袖佐貝

文部' 蛎官織雛( ' 細
文部技官
文部技官（併圧）
蛎務I l i 佐貝

文部技官案圧
文部技' １‘ 『
文部技官（併促）
I 洲虎貝（非常勤）
研究補佐典

文部技官宗暖
文部技官（併任）
文部技官（併脈）
文部技官（併圧）
文部技官（併圧）
文部技官（併任）
‘ 淵在貝（非術効）在
研究補佐風

圧）
( 非術効）

文 ･ 部技官篭長
文部技官（併征）
文部技官（併圧）
文部技官（併雌）
文部技官（併圧）
文部技官（併１日
, 凋盗貝（非術勤）

当

人堺
庶務
平城昨術
平城粋仙
群伽
平城躯務
写典
所擬寵付
庶務
IXl l I f安料

総
統
維
経
剛
用

理
理
理
皮
陛

I ' 鋤I I i 逆転
I ' 鋤! ' 唖掻
用度
川庇

終備符理
施殻
施設

彫刻
絵l I I i i
彫 刻
工裟
安料嫉理

処
世
処
処

築
築
築
築

遺跡庭ＭＩＩ
世跡庭川
辿築
安料雑

歴史
肢史
歴史
与占
芯古
辱古
歴史



一一号

政
務
係

機構

称
霊

１
１
－
上
裟

ｒ
…
…
＃
鱈
点
悪
一

‐
上
剛
胤
卿
蹴
竿
‐
‐
｛
些
鍛
『
需
一

所属

一
繍
一
調
燕
霊
一
蹴
二
綱
鍵
霊
一
一
ｌ

飛
烏
藤
原
宮
跡
発
掘
調
衣
部

弗
一
調
傘
室

第
二
調
迩
室

飛一
烏
盗
料
館

庶
務
室

氏名

工藤圭章

猪熊兼勝
甲斐忠彦
上野邦一
大脇認
川越俊一
岩本正二
沖村重則
刀谷敏博

鬼頭満明
木下正史
黒崎直
西弘海
金子裕之
千田剛道
山崎信二
松本修自

小笠原好彦

石谷幸子
井上直夫
山田猛
坂野和信
丸川義広
新田洋
宮川伴子

小川修三

森口節之
大西雛
奥村末儀
刀谷敏博
米田一二三

官 職

匡無：
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部率務官
文部技官

文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官

事務補佐員
技術補佐貝
研究補佐員
研究補佐員
研究補佐員
研究補佐貝
研究補佐員

文部率務官

文部事務官
文部噸務官
文部技富
文部技官
文部事務官

媛
優

部
室

( 併任）

室長

主任研究富

館長( 取扱）

室長心得

担当

古
古
築
古
古
古
務
職
史
古
古
古
古
古
古
築
古
務
真
古
古
古
古
鐸
務
設
漉
備

考
考
建
考
考
考
鞭
鋤
歴
考
考
考
考
考
考
遮
考
事
写
考
考
孝
考
需
率
癖
癖
蝉
鯉

Ｉ

所属

飛
脇
奮
糾
館

一
験
附
陸
」
｜
飛
騨
蝋
一
鵬
噸
繍
霊
識
一
鵡
峻
燃
撫
隠
腿
阿
蝿
』
，
一

理
職
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一

’
’
一
毎
脚
肋
謡
璽
鵬
濡
迩
鰐
碓
究
寵
雨
仙
匹
慨
嘆
断
岸
偲
脚
い
い
院
岬
降
い
ぃ
」

研
究
指
誰
詐
部

教
務
室

庶
務
篭
学

芸

罰豆

氏名

嘩
溶
娠
海
識
誇
鉾
馳
詑
誰
鑑
華
渉
修
博
子
琢
延
封
其
癖
錘
・
麺
峰
雑
排
康
癖
誹

一
砕
即

’ '１垣
福111
1舟田
稲垣
乾
福井

剛中
羅山
東野
西にＩ
瀧村
藤沢

横山

藤剛
山崎
藤本

|川中
1禦
繍哩田J -
illl中

|工※］秋山
i木全
i 伊東
ｮ 西村
i 他井

伊ilf

官職

室憧( 併任）

( 非常勤）

センター長

室長
教務係長

部長

､ 室長

室長

室長

室長
（併任）

主任研究官

那務補佐貝
事務補佐貝
聯務補佐貝
技能袖佐員
技能補佐貝
業務補佐貝

文部技官
文部技官
文部技官
文部技官
文部班務官
調交貝

文部技宵

文部‘ i f 務官
文部: I f 務悔
躯務袖佐風

文部被官

文部技官
文部技禰

文部技官
文部技富
文部技官

文部技官
文部技官

文部技官
文部技官
文部技官
文部技官

文部技官

当

率務
那務
輔務
自勤i 睡綴
保安
庁務

彫刻
美術
歴史
考古
図諜普及
考古

覗務

考古
考古

考古
考古
考古

考古
保存科学

測逓
測量
考古測量
建築測堂

測瞳


